
２
０
１
９

山
添

哲
也

１
２
０
４

秋
月

智
帆

４
６
７
３

鎗
谷

賢
三

５
０
７
６

岸

義
美

１
６
１
６

西
川

眞
生

３
８
７

飯
塚

精
彦

７
２
４
８

志
田

雅
弘

２
５
１
７

安
孫
子
颯
貴

２
５
２
６

榎
本

杏
菜

７
７
３
０

高
橋

直
己

８
３
７
４

下
倉
悠
之
介

８
４
３
５

中
島

圭
貴

３
０
３
５

殿
柿

充
珠

３
０
４
０

飯
田

瑠
花

３
５
０
２

福
浦

敏
昭

８
２
８
５

福
浦

颯
人

８
９
８
５

森
田

陽
斗

９
０
０
０

幡
谷

光
紀

９
０
０
１

幡
谷

敏
哉

９
５
３

石
浜
勢
津
子

９
０
９
３

池
永

さ
わ

３
３
２
０

五
十
嵐
恵
子

３
３
３
２

岩
田

京
子

３
７
９

永
田

照
志

９
４
３
４

瀧
田

信
善

９
５
２
８

竹
村

明
洋

第5１２回 月例川崎マラソン

それ以外の月は
最終日曜日

１２月は

第４日曜日

ＵＲＬは http://kawasaki.qee.jp/

４
９
６
０

山
田

元
喜

５
４
６
８

松
田

時
彦

５
７
８
０

田
口

陽
介

６
２
８
０

今
津

遼
瑛

７
０
８
０

小
川

大
輔

９
４
０
５

中
村

英
了

９
５
２
９

田
畑

哲
夫

９
７
０
０

木
村

凰
誠

（
9
月
）

９
７
０
１

木
村

朝
陽

（
9
月
）

９
７
１
２

大
西

琉
生

（
９
月
）

９
７
５
５

相
城

泰
心

９
７
７
６

平
野

敦

９
７
８
９

関
谷

哲

９
７
９
５

渡
部

洋
之

３
３
９
３

大
嶋

優
月

３
６
４
９

峯
木
早
知
子

１
６
９
０

木
村

聡

３
２
０
８

磯
辺

優

５
０
７
８

大
澤

浩
二

６
１
４
８

寺
澤

蒼
太

７
９
３
３

内
河

哲
也

８
２
１
８

遠
藤

雅
春

８
８
９
８

普
久
原
太
一

９
７
１
２

大
西

琉
生

（
９
月
）

９
７
８
８

荒
木

大
詞

（
９
月
）

９
９
９
１

高
橋

周
平

１
０
０
０
１

北
田

俊
嗣

３
６
１
１

細
萱

二
美
子

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

◇

３
５
回
連
続
出
場
賞
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11
月
月
例
表
彰

第
５
１
２
回
10
月
28
日

達
成
者

◇

５
０
回
連
続
出
場
賞

◇

４
回
連
続
出
場
賞

◇

２
５
回
連
続
出
場
賞

◇来月の月例は １２月2３日です。

スタート時間

子供１Ｋ ８：３０

３Ｋ（Ａ） ８：４５（NO-C 主に男子仕分け４999以下）

３Ｋ（Ｂ） ９：１５（NO-C 仕分け男子５000以上）

５Ｋ ９：４５

10ｋ 10:30

次月棄権受付は10Ｋｍスタート時刻です

1０時３０分までに。

①
多
摩
川
河
川
敷
ゴ
ル
フ
場
の
開
放
を

要
求
す
る
運
動

現
在
の
多
摩
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
一
九
九
七
年
に
完
成
し

た
も
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
を
は
じ
め
各
種
大

会
は
古
市
場
陸
上
競
技
場
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
使
用
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
間
、
多
く
の
要
求
運
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
の
起
点
が
「
ゴ
ル
フ
場
開
放
運
動
」
で
し
た
。
一
九
七
四
年
二
月

に
「
多
摩
川
河
川
敷
の
ゴ
ル
フ
場
の
開
放
を
す
す
め
る
市
民
の
会
」

が
発
足
し
川
崎
市
連
盟
は
事
務
局
団
体
と
し
て
運
動
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
時
期
の
川
崎
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
体
育
館
一
、
陸
上

二
個
所
し
か
な
く
、
公
園
面
積
は
一
人
当
た
り
二
・
八
八
平
方
Ｍ
し

か
な
い
と
い
う
き
わ
め
て
厳
し
い
現
状
で
し
た
。
地
域
市
民
に
と
っ

て
も
健
康
を
守
る
環
境
、
子
ど
も
達
が
の
び
の
び
遊
べ
る
広
場
が
欲

し
い
と
い
う
要
求
は
切
実
で
し
た
。
一
九
七
五
年
に
は
、
四
千
筆
の

署
名
で
建
設
省
、
川
崎
市
と
交
渉
し
、
一
部
開
放
と
全
面
開
放
へ
の

方
向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
「
市
民
の
会
」
は
河
川
敷
利
用
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
る
な
ど
運
動
を
継
続
し
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
「
ゴ
ル
フ
場
の
一
部
を
練
習
場
、
ミ
ニ
コ
ー
ス
に
転
用
す

る
」
こ
と
で
全
面
開
放
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
河
川
敷
の
市
民

利
用
は
広
が
り
ま
し
た
。
川
崎
市
連
盟
は
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
を
は

じ
め
各
種
大
会
を
広
げ
な
が
ら
多
摩
川
河
川
敷
の
総
合
的
な
利
用
法

の
要
求
へ
と
発
展
し
、
古
市
場
陸
上
競
技
場
の
整
備
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
の
設
置
な
ど
具
体
的
な
要
求
運
動
を
進
め
て
き
た
の
で
す
。

川
崎
市
連
盟
理
事
長

石
川

正
士

◇

１
５
０
回
連
続
出
場
賞

◇

６
５
回
連
続
出
場
賞

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

月例川崎マラソン五百回の歩み (七)

◇

９
回
連
続
出
場
賞

◇

１
０
０
回
連
続
出
場
賞

川崎月例マラソン機関紙『河原版』第４９９号 発行日 2018年11月25日

◇

８
０
回
連
続
出
場
賞

(五)多摩川河川敷のゴルフ場開放運動から

ハーフマラソンコース設置へ向けての要求運動
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写
真
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

第
５
１
２
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

１
．
サ
ッ
カ
ー
少
年
①

６
９
０
３

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
、
１
０
回
目
く
ら
い
で
す
。
小
学
６
年
生

で
「
横
浜
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
」
と
い
う
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い

ま
す
。
住
ん
で
い
る
所
は
鶴
見
で
す
が
、
ク
ラ
ブ
は
磯
子
や
根
岸
で

週
３
回
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
ま
す
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ト
ッ
プ
を
や
る

時
も
あ
る
し
、
左
の
ハ
ー
フ
を
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。
今
はB

チ
ー

ム
所
属
な
の
で
、A

チ
ー
ム
に
入
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

２
．
サ
ッ
カ
ー
少
年
②

７
４
０
０

８
０
８
９

住
ま
い
は
、
川
崎
市
幸
区
の
北
加
瀬
と
南
加
瀬
で
す
。
二
人
と
も

小
学
校
５
年
生
で
す
。
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
い
つ
も
１
ｋ
ｍ
を
走
っ

て
い
ま
す
が
た
ま
に
、
３
ｋ
ｍ
も
走
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
で
、
名
前
は
「FC

バ
モ
ス
」
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、

右
ハ
ー
フ
と
左
ハ
ー
フ
で
試
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
で
は
ラ
ン
ニ
ン

グ
の
練
習
を
す
る
時
は
短
距
離
の
ダ
ッ
シ
ュ
が
中
心
で
す
が
、
月
例

川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
、
持
久
力
を
つ
け
る
の
に
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
は
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。
初
め
は
「
川

崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
」
に
入
っ
て
、
そ
れ
か
ら
、
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
」
や

「
レ
ア
ル
マ
ド
リ
ー
ド
」
で
プ
レ
ー
で
き
た
ら
最
高
で
す
。

３
．

サ
ッ
カ
ー
少
女
③

２
８
９
８

川
崎
市
高
津
区
か
ら
来
ま
し
た
。
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
１
０
回
以

上
出
て
い
ま
す
が
、
今
回
初
め
て
３
ｋ
ｍ
で
女
子
１
位
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
（
１
ｋ
ｍ
は
何
回
か
１
位
に
な
っ
て
い
ま
す
）

「
明
光
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
」
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
の
場

所
は
埼
玉
の
所
沢
で
す
。
練
習
内
容
が
気
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
学

校
が
終
わ
る
と
お
父
さ
ん
の
車
で
所
沢
ま
で
通
っ
て
い
ま
す
。
（
約

２
時
間
弱
か
か
り
ま
す
）
ほ
ぼ
毎
日
で
す
。
車
の
中
で
お
母
さ
ん
に

作
っ
て
も
ら
っ
た
夕
食
の
お
弁
当
食
べ
、
練
習
し
て
か
ら
ま
た
車
で

帰
っ
て
き
ま
す
。
９
時
半
く
ら
い
に
帰
宅
し
て
い
ま
す
。
つ
ら
い
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
目
標
は
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
」
で
す
。

４
．
ベ
テ
ラ
ン
ラ
ン
ナ
ー

①

２
８
７

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り
始
め
た
の
は
、
武
蔵
小
杉
の
ジ
ム
の

仲
間
に
誘
わ
れ
た
２
０
０
０
年
の
１
月
で
す
。

１
５
０
回
連
続
の
あ
と
、
２
．
３
回
途
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

通
算
で
は
２
０
０
回
く
ら
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
走
っ
て
み
て
わ

か
っ
た
の
は
、
走
り
終
わ
っ
た
あ
と
の
爽
快
感
・
充
実
感
が
す
ば

ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
は
健
康
マ
ラ
ソ
ン
で
す
が
、
１
年

に
１
回
は
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
山
形
の
「
さ

く
ら
ん
ぼ
マ
ラ
ソ
ン
」
、

伊
豆
の
「
き
ん
め
マ
ラ
ソ
ン
」
な
ど
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

５
．
ベ
テ
ラ
ン
ラ
ン
ナ
ー

②

１
５
２
４

本
日
、
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
２
５
０
回
連
続
の
賞
状
と
記
念
品

を
受
け
取
り
ま
し
た
。
大
田
区
に
住
ん
で
い
ま
す
。
走
る
の
が
好

き
で
、
中
学
校
の
時
は
陸
上
部
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
走
る
機
会
が
減
り
、
体
重
が
増
え
て
し
ま

い
、
こ
れ
は
ま
ず
い
と
思
い
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
つ
も
り
で
再
開
し

ま
し
た
。
今
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
中
心
で
、
会
社
の
帰
り
に
二
駅

前
で
電
車
を
降
り
、
歩
い
て
い
ま
す
。
１
日
１
０
０
０
０
万
歩
く

ら
い
に
な
り
ま
す
。
走
る
の
は
月
に
３
回
か
ら
４
回
く
ら
い
で
す
。

で
も
こ
れ
か
ら
は
走
る
回
数
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
若
い
時
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
も
７
回
く
ら
い
走
っ
て
い

て
、
タ
イ
ム
も
４
時
間
半
く
ら
い
で
し
た
。
ま
た
出
場
で
き
た
ら

い
い
で
す
ね
。

６
．
兄
弟
ラ
ン
ナ
ー
①

９
４
４
６
(
小
学
校
６
年
生
）

１

０
０
４
２
（
高
校
１
年
生
）

住
ま
い
は
横
浜
市
金
沢
区
で
す
。
９
４
４
６
さ
ん
は
、
毎
日
３

ｋ
ｍ
～
４
ｋ
ｍ
く
ら
い
走
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
に
入
っ
た
ら
陸

上
部
に
入
っ
て
、
３
ｋ
ｍ
を
９
分
台
で
走
っ
て
は
し
っ
て
み
た
い

で
す
。
お
兄
さ
ん
の
１
０
０
４
２
さ
ん
は
、
関
東
学
院
六
浦
の
陸

上
部
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
怪
我
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
や
っ
と
よ
く
な
っ
た
の
で
走
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
普
段

は
学
校
の
周
り
を
走
っ
て
い
ま
す
。
陸
上
部
員
が
も
っ
と
増
え
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

７
．
兄
弟
ラ
ン
ナ
ー
②

６
４
５
９
（
小
学
校
４
年
生
）

６
４

５
８
（
中
学
校
１
年
生
）

６
４
５
８
の
お
兄
さ
ん
は
、
今
日
、
３
ｋ
ｍ
で
自
己
ベ
ス
ト
を
出

し
ま
し
た
。
１
６
分
１
２
秒
で
す
。
前
に
比
べ
る
と
徐
々
に

速
く
な
っ
て
い
ま
す
。
目
標
は
１
５
分
台
で
す
。

６
４
５
９
の
弟
さ
ん
は
、
い
つ
も
は
１
ｋ
ｍ
と
３
ｋ
ｍ
を
走
っ

て
い
ま
す
が
５
ｋ
ｍ
に
も
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
は
２
８
分
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
２
５
分
台
で
走
る
こ

と
が
目
標
で
す
。

８
．
高
速
ラ
ン
ナ
ー

５
ｋ
ｍ
・
１
０
ｋ
ｍ

1
位

９

９
５
２

川
崎
大
師
の
近
く
か
ら
き
ま
し
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
再
開
し

て
か
ら
1
年
に
な
り
ま
す
。
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
少
し
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
っ
て
、
こ
の
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
は
2
回
目
の
参
加

で
す
。
い
つ
も
は
多
摩
川
の
河
川
敷
を
１
０
ｋ
ｍ
程
度
走
っ
て

い
ま
す
。
陸
上
は
高
校
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
ベ
ス
ト
は
５
０

０
０
ｍ
が
１
４
分
４
０
秒
、
１
０
０
０
０
ｍ
が
３
０
分
４
０
秒

で
す
。
来
年
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

①
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
胸
・
背
へ
着
け
、
バ
ー

コ
ー
ド
は
胸
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
の
左
下
へ
吊
り

下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管
理

で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

②
大
型
記
録
賞
発
行
は

申
し
出
制
と
な
り
ま
し
た
。

各
種
目
１
～
３
位

た
だ
し
１
ｋ
ｍ
は
小
学
生
。

３
ｋ
ｍ
は

Ａ
Ｂ
合
同
で

高
・
中
・
小
学
生
対
象

申
し
出
な
き
場
合
発
行

さ
れ
ま
せ
ん
。

（
必
要
な
方
は
本
部
へ
申
し
出
て
下
さ
い
）

③
連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・

50
・65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・
250
・

300
回
が
あ
り
ま
す
。

15
回
は
Ｎ
Ｏ

刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・
百
回
で
は

賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー

又
は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

④
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義：

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ
番

号：

０
０
２
６
０
ー
４
ー
３
３
１
０
０

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

おしらせ

・３００回連続出場の

優遇措置 について

２０１９年から参加

費無料は廃止します。

１２回使用可能な回

数券を贈呈し栄誉を

称えることとします。

今
年
も
１
１
月
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
の

一
年
で
し
た
。
新
春
マ
ラ
ソ
ン
で

始
ま
り
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
河
原

駅
伝
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
毎
月
の

月
例
マ
ラ
ソ
ン
。
間
を
縫
っ
て
水

泳
と
野
球
、
地
域
の
活
動
等
、
年

を
取
る
の
も
忘
れ
そ
う
で
す
。

こ
の
何
年
か
は
、
一
つ
の
行
事

が
終
わ
る
と
反
省
す
る
間
も
な
く

次
の
行
事
に
。
来
年
の
話
を
す
る

と
鬼
が
笑
う
そ
う
で
す
が
、
来
年

も
同
じ
よ
う
に
過
ぎ
て
い
き
そ
な

気
が
し
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｓ
）

ぼ

や

き


